
  

  

 

●京都府南丹保健所が提案するＩＣＴ環境学習 

ＩＣＴを活用した環境学習プログラム（以下「プログラム」という。）を通じて、子ども達の自然に対する豊かな感受性や環境に 

対する関心を育み、「森の京都」の豊かな自然を守り、自ら行動できる人材育成を目指す。 

プログラムは管内の小学生（５・６年生）30 人程度が、子ども環境会議と３回の課外学習等を体験 

また、管内小学校に環境学習を提案して、作成したプログラムに基づくモデル授業を展開 

 

●ＩＣＴ環境学習の狙いと進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＩＣＴ環境学習の推進体制 

 

 

・子ども達が学びたいことを自由に発想できる仕組みを導入 

 → ワークショップ形式で興味のある環境分野（例：自然環境、廃棄物等）からテーマ決定 

（ファシリテーターが議論を活性化） 

・テーマ抽出のプロセスを通じて発想する力、アイデアを具体化する力、発信する力、協調する

力を養う 

・管内の大学、ＮＰＯ、企業等が協働し、提案のあったテーマについてプログラムを作成 

・ＩＴ企業から借用したタブレットを使用してプログラムで活用 

・プログラムに参加した子ども達が、科学的な視点や考え方を学び、新たな知見を得る喜びや、

体験活動を通じて自然に対する豊かな感受性や環境に対する関心を育む 

・主要駅（例：亀岡駅、園部駅等）等からバスで学習拠点まで移動 

①子ども環境会議の開催 

②環境学習プログラム作成 

③環境学習プログラム実施 

 

京都丹波スマート環境教育推進プラットホーム 
（学識経験者、非営利組織（ＮＰＯ）、民間企業、学校現場の経験者、行政機関 他で構成） 

ICT 環境学習を推進 

20180903 京都府南丹保健所 

平成３０年度京都丹波スマート環境学習の御案内 



プログラムの作成 
（テーマ毎に委員等と保健所とで
ＳＤＧｓ的アプローチ を検討） 

子ども環境会議準備会（９/３） 

参加者募集、HP 
（教育委員会→各小学校へ） 

子ども環境会議※（10/７） 

プログラムの開催案内 

第２回プログラム（11/18） 
 ＩＣＴを使って調べ学習  
 発表準備（ポスター作成）等 

第１回プログラム（11/4） 
 現地調査の実施 

第３回プログラム（12/16） 
 成果発表会 

振り返り会議（仮称）の開催 

プログラム集の作成・配布 

①ワークショップ形式で意
見交換を行い、学びたい
テーマや内容を検討・抽
出（ファシリテーターが議
論を活性化） 
 
②テーマ決定 
     
③講評 
  
※ 管内の小学５・６年生  
 30人程度対象 

・プログラムの進め
方を説明 
 

・子ども環境会議で
決めたテーマの現
地調査を実施 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ICTを使用し、調べ
学習 

・テーマごとあるい
は地域ごとにグ
ループ分けし、考え
をまとめる 
 

・成果発表会用ポス
ターを作成 
 

・環境学習プログラ
ム（以下プログラム） 
・役割分担 
・作業スケジュール 
・参加者募集の説明    
           等 

来年度の環境学習の更なる
グレードアップを目指す 

日程 実施事項 

９月 

10月 

11月 

12月 
以降 

京都丹波スマート環境学習の進め方 

 
 
・ＳＤＧｓ（Susutainable 
Development Goals）とは、

持続可能な世界の実現を
目指して、2030年までに
達成する17の目標を定め
たもので、2015年8月に国
連サミットで採択 
 

・持続可能な世界とは、将
来の世代のための環境や
資源を壊さずに今の生活
をよりよい状態にすること
であり、共に成長し、他者
を思いやり、環境を大切に
する取り組み。 
 
 
 



●京都丹波スマート環境教育推進プラットホームの目指すもの 

 

 

 

 

 

 

 

●プラットホームへの参加のお願い 

・大学、ＮＰＯ、企業･･･委員又はメンバーとして会議の出席や 

プログラム作成・実施への協力 

・大学生･･･メンバーとして会議への出席やプログラム作成 

及び実施への協力 

・教育委員会･･･委員又はメンバーとして会議出席やプログラム 

作成・実施への協力各小学校を通じた子ども達 

への案内 

 
 

 

● 29 年度までの取組み 

平成 18 年度から地球温暖化をテーマに管内小学校向けに実施している 

未来っ子環境スクールを拡充して、平成 29 年度に産学公が連携し、継 

続的な学習支援を行うことを目的に京都丹波スマート環境教育推進プラ 

ットホームを設置し、自然環境をテーマ※にモデル授業を展開した。 

（※植物やアリの分布をタブレットでマッピングし、種類の違いから考 

える生育環境の違いについて考察・発表） 

 

「森の京都」の豊かな自然を守り、京都丹波地域の時代の

子ども達に繋げていくため、プラットホームで産学公が連携

し、環境学習の支援を行い、ICT を活用した環境教育プログ

ラムを通じて、子ども達が「自ら調べる力」「自分の考えを相

手に伝える力」を養い、自ら行動できる人材の育成を目指す。 
 


